
 

Ⅱ 平

１ 環

 

問１ 

る

物

 

つ

 

今あ

など地

自然環

 

 地球

におい

平成23年

・調査項目

・調査対象

・調査期間

・回答者数

 

環境に関する

私たちの身

る水質汚濁、

物多様性の保

こうした状

つ） 

あなたが最も

地球環境に関

環境に関する

球環境に関す

いて今後も幅

年度県政モ

：これからの

：県政モニタ

：平成23年

：486人（回

る取組と行政

身の回りには

廃棄物を始

保全など地球

状況の中、今

も関心のある

関すること」

ること」が8

する課題から

幅広い環境施

モニターア

の環境保全

ター 469人

年９月1日～

回収率98.0％

政の役割 

は、自動車の

始めとする日

球規模の問題

今あなたが最

る環境問題は

が57.6％、

8.8％、「川や

ら地域の環境

施策を展開

5 

ンケート調

全の方向性に

人 

～９月20日

％） 

の走行などに

日常生活にお

題まで、多様

最も関心の

は何か尋ね

、「廃棄物問

や海の汚れ

境保全まで県

していきたい

調査結果

について 

 

に伴う大気汚

おける公害問

様な環境問

のある環境問

たところ、

問題」が10.3

」が6.4％な

県民の関心が

いと考えて

汚染や騒音

問題から、地

題が存在し

問題は何です

「地球温暖化

3％、「生物多

などとなって

が及んでい

います。 

（環境

音、生活排水

地球温暖化

しています。

すか。（回答

化や省エネル

多様性の保全

ている。 

ることから

境部環境政策

によ

化や生

 

は１

 

ルギー

全など

、本県

策課）



 

 

問２ 

ま

 

毎日

「冷暖

ールを

する」

る」が

あなたが、

ますか。（回

日の暮らしの

暖房を控える

を守る」が8

が 82.1％

が65.8％な

毎日の暮ら

回答はいくつ

の中で環境に

るなど省エネ

82.5％、「過

％と特に高く

どとなって

らしの中で環

つでも） 

に配慮するた

ネルギーや節

過剰包装やレ

、食べ残し

いる。 
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環境に配慮す

ために、どの

節電に心が

レジ袋を辞退

しや作りすぎ

するために、

のような取組

ける」が85

退したり、買

ぎをしないな

、どのよう

組をしている

5.8％、「地域

買い物袋・エ

など、生ごみ

な取組をし

るか尋ねた

域のごみの分

エコバッグ

みの減量化

してい

ところ、

分別ル

を持参

に努め



 

（毎日

 

 

 

 「過

割合は

持参が

と回答

ネ・節

ように

 一人

広がり

 

 

 

 

日の暮らしの

過剰包装やレ

は前回調査か

が普及してき

答した人の割

節電の取組に

になったこと

人ひとりのこ

りをもち、継

の中で環境に

レジ袋を辞退

から 20 ポイ

きています。

割合が前回調

に関する普及

とが背景にな

こうした活動

継続して行わ

に配慮するた

退したり、買

イント以上高

また、「冷暖

調査から 1

及啓発効果も

なっている

動の積み重ね

われるよう必

7 

ための取組

買い物袋・エ

高くなってお

暖房を控え

15 ポイント

もあり、省エ

と考えられ

ねが環境保全

必要な施策

（時系列比

エコバッグを

おり、レジ袋

えるなど省エ

ト以上高くな

エネルギーや

ます。 

全活動には

を実施して

較）） 

を持参する」

袋等の辞退、

エネルギーや

なっています

や節電が意識

重要である

いきたいと

（環境

」と回答した

、エコバッグ

や節電に心が

すが、今夏の

識的に実施

ることから、

考えていま

境部環境政策

 

た人の

グ等の

がける」

の省エ

される

さらに

ます。 

策課）



 

 

問３ 

取

 

これ

たとこ

エネな

用をで

ている

はバザ

 

問２で回答

取り組む必要

れから取り組

ころ、「環境

などに取り組

できる限り控

る樹木などを

ザーやリサイ

答された取組

要があると思

組もうと考え

境に配慮して

組んでいる企

控え、公共交

を植えて緑を

イクルショッ

組以外に、あ

思うものは何

えている、又

ていると思わ

企業の商品や

交通機関や

を増やす」が

ップを利用す
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あなたがこれ

何ですか。

又は、取り組

われるエコラ

や家電を優先

自転車を利用

が 32.7％、

する」が32

れから取り組

（回答はいく

組む必要があ

ラベルやフェ

先的に購入

用する」が

「修理できる

2.3％などと

組もうと考え

くつでも） 

あると思うも

ェアトレー

入する」が39

35.0％、「地

るものは修理

なっている

えている、又

ものについ

ド、地産地消

9.5%、「自動車

地域に昔か

理し、不要

る。 

又は、

て尋ね

消、省

車の利

ら生え

なもの
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 全体では「環境に配慮していると思われるエコラベルやフェアトレード、地産地消、省

エネなどに取り組んでいる企業の商品や家電を優先的に購入する」と回答した人が最も多

く、次いで、「自動車の利用をできる限り控え、公共交通機関や自転車を利用する」が多

くなっており、日々の生活の中で、環境保全活動に取り組むことの必要性が認識されてい

ることがうかがえます。 

前回調査から「過剰包装やレジ袋を辞退したり、買い物袋、エコバッグを持参する」こ

とが今後必要であると回答した人の割合は大幅に減少しており、また、問２で８割以上の

人が「過剰包装やレジ袋を辞退したり、買い物袋、エコバッグを持参する」と回答してい

ることから過剰包装やレジ袋の辞退、エコバッグ等の持参が定着してきており、これまで

行ってきた周知・啓発やレジ袋削減取組優良店の表彰などの効果が表れたものといえま

す。 

本県としても引き続き、環境保全活動の取組の必要性について、周知・啓発活動を進め

てまいりたいと考えています。 

（環境部環境政策課）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

問４ 

を

 

環境

たとこ

努める

辞退や

与える

見える

いて学

 

問２及び問

をするべきで

境に配慮した

ころ、「太陽

る取組を進め

やリサイクル

る仕組みを設

る化を進める

学習できる機

問３で回答さ

ですか。（回

た取組を県民

陽光発電や省

める者に、経

ル製品の製造

設ける」が

る」が 37.0％

機会を充実さ

された取組を

回答は３つま

民の間に効果

省エネなどエ

経済的なメリ

造など率先的

57.2％、「広

％、「自然観

させる」が

 

10 

を県民の間

まで） 

果的に浸透さ

エネルギー効

リットを与え

的に環境活動

広報や情報公

観察会や植樹

31.5％など

に効果的に

させるために

効率を高め、

える仕組み

動に取り組

公開により環

樹、エコドラ

となってい

浸透させる

に、県は何を

温室効果ガ

を設ける」が

組む者に、経済

環境に関する

ライブ講習会

る。 

るために、県

をすべきか

ガスの排出抑

が64.6%、「

済的なメリ

る情報の共有

会などの環境

県は何

を尋ね

抑制に

レジ袋

ットを

有化・

境につ
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「太陽光発電や省エネなどエネルギー効率を高め、温室効果ガスの排出抑制に努める取

組を進める者に、経済的なメリットを与える仕組みを設ける」、「レジ袋辞退やリサイクル

製品の製造など率先的に環境活動に取り組む者に、経済的なメリットを与える仕組みを設

ける」と回答した人が全体の６割を超え、経済的なメリットによる経済活動と環境保全活

動の両立を目指した施策が求められていると考えられ、 本県としても環境と経済の両立

を目指し、経済的なインセンティブを与える仕組みづくりを含めた施策の展開を図ってま

いります。 

（環境部環境政策課）

 

 



 

２ Ｃ

 

問５ 

Ｐ

は

 

ＣＯ

ろ、「

な行動

体的な

高まり

る。 

 

「生

まった

深まっ

いう人

 この

具体的

ＣＯＰ１０を

昨年（２０

（ＣＯＰ１０

Ｐ１０を契機

は１つ） 

ＯＰ１０を契

「生物多様性

動には至って

な取組をする

り、生物多様

生物多様性」

た」という人

ったと考えら

人が全体の６

のため、本県

的な行動、取

を契機とした

０１０年）１

０）が開催さ

機に、生物多

契機に、生物

性」という言

ていない」が

るまでには至

様性の保全に

という言葉

人が全体の

られます。し

６７％を超え

県としても、

取組がより進

た生物多様性

１０月に愛知

されました。

多様性の保全

物多様性の保

言葉を知るこ

が 39.1％、

至っていない

に配慮した取

葉を知るこ

75％を超え

しかし、一方

えています。

、生物多様性

進展するため

12 

性の保全への

知・名古屋で

。あなたは、

全に対する

保全に対する

ことができた

「生物多様性

い」が 28.0

取組を行う

とができた

え、COP10 の

方では「具体

。 

性の保全に対

めの施策の推

の取組 

で生物多様性

、生物多様性

意識や行動

る意識や行動

たが、その保

性の保全に対

0％、「生物多

ようになっ

、「生物多様

の開催により

体的な行動、

対する意識

推進を図っ

性条約第１

性の保全を

動が変わりま

動が変わった

保全意識の高

対する意識が

多様性の保全

た」が 8.0％

様性の保全に

り「生物多様

、取組には至

をより一層

てまいりま

（環境

０回締約国

目的とした

ましたか。（

たかを尋ね

高まりや、具

が高まった

全に対する意

％などとな

に対する意識

様性」への理

至っていない

層高めるとと

ます。 

境部自然環境

会議

ＣＯ

回答

 

たとこ

具体的

が、具

意識が

ってい

識が高

理解は

い」と

ともに、

境課）



 

 

問６ 

が

１

 
ＣＯ

催し物

国が参

合意が

が10.

 

「様

国が参

れたこ

85％を

ＣＯ

物多様

ら、県

す。 

本県

もに、

ます。

ＣＯＰ１

が、ＣＯＰ１

１つ） 

ＯＰ１０の成

物の開催によ

参加した国際

が得られたこ

3％などとな

様々な催し物

参加した国際

こと」、「多く

を超え、ＣＯ

ＯＰ１０を開

様性に関する

県民の方への

県としては、

さらに生物

 

０では、会場

１０の成果と

成果として、

より、生物多

際会議が開催

こと」が 21

なっている。

物の開催によ

際会議が開催

くの国の人に

ＯＰ１０につ

開催したこと

る理解や関心

の生物多様性

引き続きＣ

物多様性への

場の内外に

として、あな

あなたが最

多様性に関す

催されたこ

1.6％、「多く

。 

より、生物多

催されたこ

に愛知・名古

ついて好意的

と、またその

心が進んだこ

性への理解を

ＣＯＰ１０の

の理解や関心

13 

において様々

なたが最も

最も評価で

する理解や

と」が 24.1

くの国の人に

多様性に関す

と」、「生物多

古屋を知って

的な評価が

の成果のみな

ことについ

を深めるとい

の成果や理念

心を深めても

々な環境に関

評価できる

きるものは

関心が進ん

1％、「生物多

に愛知・名古

する理解や関

多様性保全に

てもらえたこ

なされてい

ならず、ＣＯ

ても一定の

いう目的が達

念を継承する

もらうための

関する取組が

るものは何で

は何か尋ねた

だこと」が

多様性保全に

古屋を知って

関心が進んだ

に関し、国際

こと」と回答

ると考えら

ＯＰ１０開催

評価がなさ

達成されたも

るための施策

の施策の推進

（環境

が行われま

ですか。（回答

たところ、「様

が 31.1％、「多

に関し、国

てもらえた

だこと」、「多

際的な合意が

答した人が全

られます。 

催を契機と

されているこ

ものと考えて

策を実施する

進を図ってま

境部環境政策

した

答は

 

様々な

多くの

際的な

こと」

多くの

が得ら

全体の

して生

ことか

ていま

るとと

まいり

策課）



 

 

問７ 

取

 
生物

わない

よる水

い」が

男女別

濁を減

上高く

 

「余

る水質

答がそ

たは取

 一方

進んで

の展開

生物多様性

取り組む必要

物多様性の保

い」が 75.5％

水質汚濁を減

が50.2％など

別でみると、

減らすような

くなっている

余分なものは

質汚濁を減ら

それぞれ 50

取り組むべき

方、「河川や

で行う活動に

開を図ってま

性の保全に向

要があると思

保全に向けて

％、「地元で

減らすような

どとなってい

「地元でと

な取組を行う

る。 

は買わない」

らすような取

0％を超えて

きと考えてい

や浜辺の清掃

については、

まいります。

向けて、あな

思うものは何

て必要だと思

でとれた農作

な取組を行

いる。 

とれた農作物

う」と答えた

「地元でと

取組を行う」

ており、日常

いることが

掃活動」「植樹

、若干回答数
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なたがこれ

何ですか。

思う取組に

作物や木材な

う」が 59.9

物や木材など

た人の割合

れた農作物

」「外来生物

常生活の中で

うかがえます

樹」「間伐体

数が少ないこ

から取り組

（回答はいく

ついて尋ね

などを購入す

9％、「外来生

どを購入する

は、女性の

物や木材など

物のペットを

でできる取組

す。 

体験」など、

ことから、そ

組もうと考え

くつでも） 

ねたところ、

する」が 60

生物のペッ

る」、「生活排

方が男性よ

どを購入する

を自然に放さ

組については

日常生活で

それらを推進

（環境

えている、又

「余分なもの

0.1%、「生活排

トを自然に放

排水による水

より 10 ポイ

る」「生活排水

さない」な

は、取り組

での取組か

進するための

境部自然環境

又は、

のは買

排水に

放さな

水質汚

ント以

水によ

どの回

もうま

ら一歩

の施策

境課）



 

 

問８ 

（回答

 

生物

れた自

「県内

物の生

制や生

 

 全体

 この

息生育

ワーク

また

も推進

種の保

を図っ

 

生物多様性

答は１つ） 

物多様性の保

自然の保全や

内の生物多様

生息生育状況

生息地の保全

体の95％の人

のうち、半数

育空間を保全

ク形成を一層

た、「外来生物

進することが

保護に関する

ってまいりま

性の保全に関

保全に関して

や失われた自

様性に悪影響

況を調査・把

全などを行う

人が生物多様

数以上の人が

全する」こと

層進めること

物の駆除」や

が求められて

る情報を周知

ます。 

関して、県全

て、県全体で

自然の回復を

響を与える外

把握する」が

う」が10.1％

様性保全の

が「優れた自

とを一番に推

とが重要であ

や「希少な野

ていることか

知するなど、

15 

全体で推進

で推進する

を進め、生物

外来生物の駆

が 11.5％、

％などとな

のための取組

自然の保全や

推進すべきと

あると思われ

野生生物の保

から、外来生

、生態系ネ

進するとよい

とよいと思

物の生息生育

駆除を行う

「希少な野生

っている。

組の必要性を

や失われた自

としており、

れます。 

保護」など種

生物の分布状

ットワーク形

いと思う取組

思う取組を尋

育空間を保全

」が 21.2％

生生物につい

を認識してい

自然の回復を

、本県が進め

種に関する

状況や防除方

形成と併せ

（環境部

組はどれです

尋ねたところ

全する」が5

％、「県内の野

いて、捕獲採

います。 

を進め、生物

める生態系ネ

取組につい

除方法及び希

せて施策の展

部自然環境課

すか。

 

ろ、「優

52.5％、

野生生

採取規

物の生

ネット

いて

希少

展開

課） 


